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52　直接定量分析

　（a）使用分析機器及び条件

　　全有機炭素分析計

　　　型　式島津TOC－10A
　　　　T　C　炉

　　　　　　温度　　950℃

　　　　　　流量　　190ml／皿in

　　　ガス』クロマトグラフ

　　　型　　　式　　日本電子　JGC－20K

　　　検　出　器　　FエD

　　　カ　ラ　ム　　5皿m¢×5m　ステンレス

　　　固　定　相

　　　　　　液相　　　 15％　TC］P

　　　　　　担体　　クロモソルブW

　　　カラム温度　　84℃

　　　キャリヤガス　　　N2

　　高速液体グロマトグヲフ

　　　型　　　式　　CBC組立高速液体クロマトグラフ

　　　カラム　8mm∫」×コ．5m

　　　固定相　イオンパックC－811

　　　溶　離　液　　ロ．01Mリン酸水溶液

　　　波　　　長　　200㎝

　　　検　出　器　　uv

（b）　分析試料の前処理

同験洌

・操千乍　，←添加

　　ト静置甑・1・・皿分取　1・1・・m・分取

　　i　　圭　　　　！｝声薦設1丁講50皿／・21●，熟鷲水溶液添加）

』『一 A＝』…　i・飾
　　　1水層目ベンゼン層一1　1司N塩酸溶液1～2滴

　　　　　　　　　　　i　　i’10皿’メスアップ
　　　　　　　　　　　け100エ定容1
　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　i　　　　　r
　　　　　　　　　　　1　　　　…
　　　　　　　　＝一二一‡一二＝」一1）　　1
　　　　　　　　漫塑」…1、Y南緯12）
　　　　　　　　　　　　　　　　b二」二＝ご二』　一＿Ji

1）

2）

本体の定量

イソ酪酸の定量



4．　試験結果

　　　　分解度（％）i付 図　　付 表

　　　　　　　　　　［
酸素消費量による結果・
　　　　　　　　　　i

81 1
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i　TOC計による結果1
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7日目のアニリンの分解度85％

5 考　　　察

　本物質は、酸化されイソ酪酸となることが予測されたため、

　確認を行った。

　分析結果を表一Aに示す。

　　表一A　直接定量による残留量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：叩）

　ド　　　　　　　　　　　　テ1　対象物質　　ID　　O　　C
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一上一』」雌履脇一　　　1佐に換雌＿，

　　　分析の結果・水系試料の一部に、イノ酪酸の生成が詰められ

　　　た。

　　　左蔚・汚泥系から本体及ぴイソ酪酸は検出されなかったが、

　　　生分解したものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付　　表　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　備考…『D・C量を禾　二r「r（榔寿廊



参考試験

〔開放系試験結果〕　　　　開放系にて試験を行った結果

　　水系及び汚泥系に壽いてイノ酪酸の生成が認められた。

　　分析結果を表一Bに示す

　　　表一B　直接定量にむける残留量（開放系）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：㎎）
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以上の分析結果より、本物質はイソ酪酸を経て分解されるこ

とが示唆される。

なむ・生成したイン酪酸の確認は、LCクロマトグラフ上、

市販品標準の保持時間との比較により行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上
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